
平成１４年度 公共事業再評価調書（地すべり防止事業）
評価確定日 平成１４年１１月２７日

（事業着手後 ５年以上経過し継続中の事業） 所管部課名 農林水産部 森林整備課

１ 必要性の観点 ２ 事業進捗の見込みの観点
地区名 事業の概要

事業の進捗状況 事業を巡る社会経済情勢等の変化 事業の投資効果 ［事業進捗の見込み］

［路線名］ ［事業の目的］ ［事業の経緯］ ［社会経済情勢の変化］ ［整備効果］ 順調に推移する予定である。

― 当地区の頭部には高さ100mにもおよ Ｈ ９ 調査、水路工 247m ◯事業採択時から再評価実施までの周辺 Ｈ１３年度まで、集水井６基と集水ボー
ぶ大規模な滑落涯が存在し、滑落涯直 Ｈ１０ 集水井１基、ダム工２基 環境の変化 リングを施工した結果、地すべりの要因で

［箇所名］ 下には陥没帯があり湿地を形成してい 集排水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ 903m ある地下水位は顕著に下がった。その結果
る。また、地域内には分離小丘や台地 Ｈ１１ 集水井１基、ダム工２基 特に変化はない。 Ｈ１２年度では最大３５㎝あった変動量

砥沢 の形成などが見られ、典型的な地すべ 集排水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ 395m が、昨年は２㎝程度に収まるなど、軽微な
り地形であると推察される。 Ｈ１２ 集水井１基 進行となっている。

［所在地］ そのような中、平成８年の融雪時に 集排水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ 728m
地すべり兆候が活発化し、町道上及び Ｈ１３ 集水井３基 ［地元の意向］

由利郡鳥海町 斜面に亀裂が見られ、末端部の擁壁は 集排水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ 2,871m
上笹子 地盤の盛り上がりによって隆起し、下 (調査は毎年実施) 下流域の砥沢部落をはじめ、笹子地区 ［費用の変化］

流域にも被害を及ぼすことが懸念され では早期完成・早期安定を望んでいる。
たため、平成９年度より最も変動の厳 特に変化はない。 ３ コスト縮減や代替案立案等の
しいブロックを主体に対策工事を実施 可能性の観点
している。

［進捗状況］ ［コスト縮減の可能性］
［環境対策］

［総合計画上の位置付け］ ◯Ｈ１３末投資済事業費 ブロック堰堤工を採用し、労務費
工事費・調査費 環境調査は行っていないが、工事の施 や工期の短縮を図っている。

第１章 安全・安心に楽しく ４９４，６５２ 千円 工に当たっては、現場及び現場周辺の自
暮らす秋田 （４９.５％） 然環境、景観等の保全に十分配慮すると

３ 快適で安全な生活を支える ◯Ｈ１４末見込み ともに、それらが著しく阻害される恐れ
環境づくり ６２.１％ のある場合には、あらかじめ対策を立て

(2) 災害に強い県土づくり ることとしている。
［代替案立案の可能性］

［事業の内容］ ［費用対効果］ なし。
◯地すべり防止事業 ［長期継続の理由］
◯指定区域面積 ５９.４４ｈa 事業採択時点では実施していない。
◯保全対象 地すべり防止工事の効果判定調査を
人家 29戸 農耕地 43ha しながらの対策であるため、事業期間
県町道・橋梁・一級河川 他 を要している。

◯事 業 費 １０億円
◯事業期間 Ｈ９～Ｈ１８(見込み)
◯事業内容
・地すべり解明のための調査一式
・抑制工ほか対策工事
集水井１６基
集排水ボーリング
水路工

再評価の結果 対応方針（案）及びその理由 公共事業評価専門委員会の意見

［対応方針（案 ］）
当初計画どおり、平成１８年度事業完了を図る。 「継続」とする県の対応方針を妥当と認めます。

［理 由］
本事業の実施により、地すべり指定地全体の安定化が図れつつあるが、目標安全率には
達していないため、当該事業を継続するものである。

継 続 ・ 中 止


